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　in　vitro甲状腺機能検査としてPBI　MIOSORB乃蔦．｝T3

等数々と利用されているが、この内RIA法に於てはCPBA

（cotupetitive　protein　binding　analysis）の原理に基

づくものであり、甲状腺ホルモン結合タンパクの結合部位

に対する内因性甲状腺ホルモンと添加するヨード標識の外

因性甲状腺ホルモンの競合的結合からThyroxineの測定

が行なはれており、主にThyroxineはTBG．TBPA．Albumin

に結合し、中でもTBGときわめて強い結合力をもってい

る。その為TBG濃度に異常を併った場合ThyrOx　i　ne値に

大きな影響を及ぼすこととなる。そこで我々は今回開発さ

れたTBG（Clsミドリ十字社）kitを利用して、血中

タンパク濃度による甲状腺機能検査値への影響と臨床的意

義について検討したので報告する。

　健康正常人30名及び甲状腺機能冗進症15例、低下症15例

と高低タンパク患者19例、タンパク分画におけるAlbumin

～ r　gl　obulin高低患者13例、妊婦5例（抄録締切時）

により一抗体セルロース固相法を使用して行なった。

　健常人中のTBG濃度は18・2±2・7”g　An　l　SDであり機能

元進者20・7±2・52γg／ml、低下者16・7±5・71vg　Al

高低タンパク患者では32・5±8・8／ghl、8・2±45

β9旬となり・高Alb・min～rgl・b・lin血清Za・7±

3・11・hl・低Album・・一一　rgl・b・li・　MM　12・7±

za・81・血1・妊婦ではSt・8±8・4〆ghlの値が得ら

れた。

　一般的健康正常人値は18・2±2・7ρgkl　SDであり甲

状腺機能異常患者には、TBG自体の変化は得られなかっtc

が高低タンパク患者及びAlbumin～rglobulin値によっ

てTBG濃度に明らかに影響を与え、中でも妊婦に於ては

高TBG血清となる可能性が強く、タンパク結合ヨードを

測定するにあたり、T尻値を掌握することは非常に有意義

と言える。

　血中サイロキシン（T4）はその大部分が血清T4結合

蛋白と結合し，正常人ではその0．0396が遊離型である

が，この遊離型T4（FT4）が細胞内に入リホルモン作

用を呈することが知られている。この遊離型T4はこれ

まで標識T4をトレーサーとして平衡誘析法或いは限外

炉過法により測定されたが，最近では誘析外液中の遊

離型T4のRIAによる測定が試みられている。しかし，

いつれの方法も比較的多量の血清を必要とし，方法は

煩雑で長時間を要する。最近50A1の血清を用い短時間

の操作で遊離型T4をRIAにより測定するキットが開

発されたので，本法による遊離型T4測定の基礎的検討

及び臨床的評価を行なうと共に，遊離型T4指数との比

較を行なった。

遊離型T4のRIAにはCIinical　Assay社のGamma
coat　Free　T4　R　IAキットを用いた。遊離型T4指数は

SPAC－T4キットによるT4値とSPAC　－T3キットによ

るT3　U値との稽で，その臨床的評価は先に報告した。

本法の原理は，一定量の抗T4抗体でコーティングした

試験管に被検血清を入れてインキュペーションし，そ

の遊離型T4を抗体に結合させる。次に．血清を吸引除

去して結合型T4を除いたのち，一定量の標識T4を加え

る。標識T4は遊離型T●が結合していない抗T4抗体に結

合するため，その結合率により遊離凱量が測定され
る。

　インキュベーション時間を5，10，30分とすると，

各スタンダード及び検体中の標識T4の試験管への結合

率は漸次低下したが，検体の游離型T4値は10分間で最

低であった。以後の測定では10分間インキュベートし

た。3種類の血清を用いて行なったIntra－－assay及び

Inter－assayのC．V．5．5～10．9％であった。種々の甲

状腺機能患者血清にっいて得られた成績は次の通りで

ある。充進症（17例），T418，〔レg／100　m　1；FT44．21

ngン4　OOm1；FT4　120．2；正常（7），8．1；1．25；8．5：低

下症（16）．3．2；0．50：3．2：これら疾患におげる遊

離型T4値（X）と遊離型T4指数（Y）は有意の正相関（

r＝＋0．87）を示すが，その関係は必ずしも直線的で

はなかった。また他社の抗体固定試験管を用いて同様

の測定を試み，測定感度は悪いが類以の成績が得られ

た。更に平衡透析法による測定値との関係を検討中で

ある。本法は簡易な操作で微量な検体を用いて遊離型

T4をRIAで測定することができ，臨床上有用と考え
られた。

Presented by Medical*Online


	1145



